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近年、日本における高齢化の進展は周知の事実となっており、 図 1 の内閣府の平成
29 年版高齢社会白書[1]によると、日本の全人口に占める高齢者の割合は、2016 年 10 月時
点で 27.3%にも上り、2065 年には 38.4%に達するという推計がされている。
更に、表 1の厚生労働省の介護保険事業状況報告[2]によると、介護が必要な要介護高齢




表 1：第 1 号被保険者の要介護度別認定者数の推移
第３節 介護市場の需要増加と効率的運用
これらを背景として、介護市場の需要増加が続いており、図 2 はデロイトトーマツファ

















象においては大規模施設が 26ヶ月、小規模施設が 24 ヶ月)、労働者変動についても、大規
模施設で 2年 9ヶ月、小規模施設で 4 年 3 ヶ月と変動が大きい。厚生労働省の労働市場分
































































5.直近2年分の2施設の稼働率 (2016年 4月 1日 ～ 2018年 3月31日)
6第３章 介護施設における収益
第１節 介護施設における収益構造
実在する大規模施設(定員 61 名)と小規模施設(定員 18 名)の損益計算書及び稼働率の実
データを基に、大規模施設と小規模施設の経年的な特性を明らかにする。介護施設の収益
構造は次の式で表すことができる。
営業利益 = )()( AFRHtbN  (1)
ここでb は月額収入、 )(tN は時刻 t での入居者数を表し、 )(tbN は総売上となる。H は
入居者数に応じた必要従業員から来る人件費であり、入居者数や従業員数に依存する。R
は施設賃貸料(定額)、 F は食費、 A は広告宣伝費で、合計 )( AFRH  が総費用とな
る。




































を利用する。1 つは、平成 27 年国勢調査人口等基本集計結果[10]に基づいたもの(表 5、表



















ここで言う de は職員、dc は入居希望者とし、R は距離とする。























表 8 は入居者職員の距離別データと距離別合算データであり、R は 1km、3km、5km
12




表 8：入居者及び職員の距離別／距離別合算データ(開設日～2018 年 10 月)
第３節 絶対的需要と割引率
理論値となる    aRaR ae
a




設定し、指定値を絶対的需要合計、変数を a と d、制約条件を実数と各 D(R)を設定した。
表 9：1km 当たりの入居者職員別の絶対的需要および割引率(単位：人)









図 7 は小規模施設の 1km 地点での実際の値と理論値には乖離はあるものの、その他は
ほぼ理論値どおりの数字となっていることがわかる。図 8 も小規模施設の 3km 地点での












































図 12：2 施設の各月 1 人当たり営業利益。
（小規模施設の 1 人当たり営業利益の年平均を 1 として、単位化した。）
1 人当たり営業利益の平均を単位化すると、小規模施設を 1 とした時、大規模施設は約




























)(xE は営業利益の 24 ヶ月平均、 2 はプロジェクトの分散(リスク)である。まず、図 13
にて小規模施設の営業利益各クラス到達回数を示した。次に図 14にて営業利益のクラスの
代表値を横軸として、縦軸を確率とした。そこから営業利益の各代表値と営業利益の金額





















)(xE は営業利益の 24 ヶ月平均、 2 はプロジェクトの分散(リスク)である。まず、図 15
にて大規模施設の営業利益各クラス到達回数を示した。次に図 16にて営業利益のクラスの
代表値を横軸として、縦軸を確率とした。そこから営業利益の各代表値と営業利益の金額














小規模施設のリスクプレミアムが 13.194、大規模施設のリスクプレミアムが 88.971 で
あることから、大規模施設のリスクが大きい。
これらのことから、大規模施設より小規模施設の方がローリスクであることがわかる。
そして、小規模施設の確実性等価が 145.138 となり、大規模施設の確実性等価が 444.02
となり、リターンは大規模施設が大きいことがわかる。
これを 1 人あたりに直すと、小規模の確実性等価が@8.0632 となり、大規模の確実性等
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